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2020年に輸入検疫で発見された主な重要病害虫
　2020 年に我が国に輸入された植物類は、検査
件数で貨物約 56.4 万件、携帯品約 8.5 万件、国
際郵便物約 15 万件、計約 80 万件であった。植
物防疫所による輸入検査の結果、これらの植物
からは我が国が海外からの侵入を警戒している
重要な病害虫が数多く発見されている（下表）。
コロナ禍の影響もあり、携帯品の輸入検査実績
は前年比約 26% に減少した。なお、輸入禁止対
象病害虫（その寄主植物の輸入を禁止している

　Zucchini green mottle mosaic virus（ZGMMV）は、
1999 年に韓国のズッキーニ（ペポカボチャの一
品種）から初めて分離された。当初、Cucumber 
green mottle mosaic virus あ る い は Kyuri green mottle 
mosaic virus の一系統として考えられていたが、
外皮タンパク質の塩基配列の違い等から 2000 年
に Tobamovirus 属の新種として報告された。韓国
及び中国の一部地域（広西チワン族自治区）で
発生が確認されており、両国からは宿主植物が
多数輸入されていることから日本への侵入を警
戒している。
　ZGMMV に感染したペポカボチャでは、葉に斑
紋及び激しいモザイク症状、果実に奇形や軽度
の緑色モザイク症状がみられるが、高温多湿の
施設内では症状が消失、又は弱くなることがあ
る。韓国では複数のペポカボチャ生産地で経済
的被害がもたらされた。
　ZGMMV は、土壌伝染、汁液伝染が知られてい
る。また、ペポカボチャでは種子伝染の報告が
あり、スイカでも種子伝染すると考えられてい
る。さらに、植物残さで長期間生存が可能との
報告もある。ZGMMV の防除方法としては、感染
植物の早期の抜き取りや汚染土壌・種子も含め
た廃棄並びにほ場の衛生管理が重要である。
　諸外国の ZGMMV に対する検疫措置の一例とし

病害虫）は携帯品・郵便物として輸入される生
果実から発見されることが多いため、植物防疫
所では、植物類を輸入する際は、輸出国の検査
証明書が必要なこと、植物防疫官による検査が
必要なこと等、植物検疫制度について周知・啓
発を行っている。最近では、広報活動の一環と
して動画投稿サイトを活用するなど、新たな取
り組みも行っている。 
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無断転載禁止

て、豪州では、スイカ及びペポカボチャの栽培
用種子に対して、ELISA 法による種子 9,400 粒以
上の検定を求めている。
　ZGMMV は日本未発生であることから、植物
防疫法施行規則において検疫有害植物として規
定され、発生国からの宿主植物の輸入に際し、
2020 年 11 月 11 日から検疫措置を要求している。
〇対象国：韓国及び中国
〇 対象植物：スイカ及びペポカボチャの栽培用

種子並びにスイカ、ペポカボチャ及びユウガ
オの栽培用に供し得る生植物（種子及び果実
を除く。）

〇 検疫措置：輸出国において血清学的診断法
又は遺伝子診断法による精密検定を行い、
ZGMMV に侵されていないことを検査証明書
に特記する。


